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大
空
へ

平成３０年８月⑴

　
「
・
・
・
・
・
・
・
・
。
」
７

月
３
日
（
火
）
午
前
５
時
。
発

す
る
言
葉
を
見
出
せ
ず
呆
然

と
し
て
い
る
自
分
に
ハ
ッ
と

す
る
。
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど

多
く
の
人
が
、
同
じ
よ
う
な

感
覚
を
覚
え
た
だ
ろ
う
。
そ

れ
ほ
ど
の
大
き
な
衝
撃
。
選

手
や
ス
タ
ッ
フ
、
現
地
の
サ

ポ
ー
タ
ー
は
、
そ
の
何
倍
も

の
衝
撃
が
あ
っ
た
と
思
う
▼

２
０
１
８
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
ロ
シ
ア
。
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｕ

Ｒ
Ａ
Ｉ 

Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
の
選
手
、

ス
タ
ッ
フ
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
言

動
に
は
、
目
を
見
張
る
も
の

が
あ
っ
た
。
特
に
、
あ
の
試
合

直
後
▼
選
手
は
、
ス
タ
ン
ド

の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
身
振
り
手

振
り
で
感
謝
の
意
を
伝
え
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
サ
ポ
ー

タ
ー
や
ス
タ
ッ
フ
へ
の
感
謝
の

思
い
を
語
っ
て
い
た
。
ス
タ
ッ

フ
は
、
普
段
通
り
ロ
ッ
カ
ー

ル
ー
ム
を
清
掃
し
、
ロ
シ
ア

語
で
「
ス
パ
シ
ー
バ（
あ
り
が

と
う
）
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

残
し
て
い
た
。
サ
ポ
ー
タ
ー

は
、
涙
を
流
し
な
が
ら
Ｂ
Ｌ

Ｕ
Ｅ
の
ポ
リ
袋
に
ゴ
ミ
を
詰

め
て
い
た
。
平
常
心
を
保
つ

の
が
困
難
な
状
況
で
、
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
バ
シ
ョ
を
大
切
に
す
る

日
本
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、
何
と

も
誇
ら
し
い
気
持
ち
に
な
っ

た
▼
ふ
と
、
思
っ
た
。
本
学

の
選
手
、
ス
タ
ッ
フ
、
サ
ポ
ー

タ
ー
に
当
た
る
者
は
、
こ
れ

ら
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
を
身

に
付
け
て
い
る
と
言
え
る
か

▼
身
近
な
と
こ
ろ
の
残
り
姿

を
想
起
す
る
と
、
自
分
自

身
、
ま
だ
ま
だ
で
あ
る
こ
と

を
思
い
知
る
。
高
い
メ
ン
タ

リ
テ
ィ
ー
を
も
っ
て
、
鹿
屋
か

ら
た
く
さ
ん
の
風
（
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ 

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｓ
）
を
起
こ
し
て
い

き
た
い
。　
（
Ｋ
・
Ｈ
）

ゴールの瞬間の中井さん （FABtroni+camera）

自
転
車
競
技
部

　

6
月
22
日
～
24
日
、
北

仙
道
地
区
特
設
コ
ー
ス

（
島
根
県
）
で
行
わ
れ
た

第
87
回
全
日
本
自
転
車
競

技
選
手
権
大
会
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
の
新
カ
テ
ゴ
リ
ー

女
子
Ｕ
23
（
99
㎞
）
に
お

い
て
、
鹿
屋
体
育
大
学
自

転
車
競
技
部
の
中
井
彩
子

さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課

程
4
年
）
が
見
事
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
序
盤
は
、
ト
ッ

プ
と
2
分
以
上
の
タ
イ
ム

差
が
つ
い
て
い
ま
し
た

が
、
周
囲
の
選
手
と
連
携

し
て
ラ
ス
ト
30
㎞
で
ト
ッ

中
井
彩
子
さ
ん

「
全
日
本
選
手
権ロー

ド
レ
ー
ス
」
優
勝

ゴールの瞬間の石井さん

勢いにのる長松さん

　

６
月
10
日
、
日
本
サ
イ
ク

ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
静

岡
県
）
で
行
わ
れ
た
第
34

回
全
日
本
学
生
選
手
権
個

人
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
に
お

い
て
、
鹿
屋
体
育
大
学
自

転
車
競
技
部
の
石
井
駿
平

さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程

３
年
）
が
男
子
個
人
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
（
１
４
０
㎞
）
で
見

事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

１
４
１
名
が
ス
タ
ー
ト
し

て
完
走
21
名
の
厳
し
い
サ
バ

イ
バ
ル
レ
ー
ス
の
中
、
石
井

さ
ん
は
序
盤
か
ら
積
極
的
な

石
井
駿
平
さ
ん

「
全
日
本
学
生
選
手
権

個
人
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
」
優
勝 

長
松
大
祐
さ
ん

「
全
日
本
学
生
選
手
権

ト
ラ
ッ
ク
男
子
ポ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
」
優
勝

 

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

西
日
本
イ
ン
カ
レ 

優
勝
！

　

６
月
27
日
～
30
日
、
ベ
イ

コ
ム
総
合
体
育
館
（
兵
庫

県
）
な
ど
で
開
催
さ
れ
た
第

44
回
西
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
学
女
子
選
手
権
大
会
に
お

い
て
、
鹿
屋
体
育
大
学
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
５
年
ぶ

り
11
回
目
の
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

東
海
学
連
１
位
の
中
京
大

学
と
の
決
勝
戦
で
は
、
１

セ
ッ
ト
目
は
リ
ベ
ロ
原
本
実

和
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合

課
程
１
年
）
の
堅
守
が
光
り

25
対
21
で
セ
ッ

ト
を
奪
い
勢
い

に
乗
る
と
、
２

セ
ッ
ト
目
も
31

対
29
と
連
取
。

３
セ
ッ
ト
目
は

中
京
大
学
に
終

始
リ
ー
ド
を
奪

わ
れ
る
中
、
23

対
24
の
相
手

チ
ー
ム
リ
ー
ド

時
に
ピ
ン
チ

サ
ー
バ
ー
で
出

場
の
有
村
涼
美

さ
ん（
同
１
年
）

の
サ
ー
ブ
で

リ
ー
ド
し
、
最

後
は
29
対
27
と

　

6
月
30
日
～
7
月
1

日
、
泉
崎
国
際
サ
イ
ク
ル

ス
タ
ジ
ア
ム
（
福
島
県
）

に
て
開
催
さ
れ
た
第
59

回
全
日
本
学
生
選
手
権
ト

ラ
ッ
ク
自
転
車
競
技
大
会

の
ポ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
（
30

㎞
）
に
お
い
て
、
鹿
屋
体

育
大
学
自
転
車
競
技
部
の

長
松
大
祐
さ
ん
（
ス
ポ
ー

ツ
総
合
課
程
2
年
）
が
見

事
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。

　

長
松
さ
ん
は
、
序
盤
の

持
久
力
、
中
盤
の
ス
ピ
ー

ド
な
ど
レ
ー
ス
に
応
じ
た

手
に
汗
握
る
一
進
一
退
の
攻

防
を
繰
り
返
し
た
末
の
勝
利

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
大
会
を
振
り
返
っ
て

監
督
の
濱
田
幸
二
教
授
は

「
セ
ッ
タ
ー
賞
に
輝
い
た
東

美
奈
選
手
ら
１
年
生
の
活

躍
で
５
年
ぶ
り
の
優
勝
を
勝

ち
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
今

後
は
更
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
争
い

が
激
し
く
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
切
磋
琢
磨
し
て
チ
ー
ム

力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
た
い
」
と

述
べ
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
安
田

睦
実
さ
ん（
同
４
年
）は
、「
こ

の
結
果
に
満
足
せ
ず
、
個
人

の
能
力
と
チ
ー
ム
力
を
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
さ
せ
て
、
全
日
本

イ
ン
カ
レ
で
優
勝
で
き
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
11
月

に
迎
え
る
全
日
本
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
学
女
子
選
手
権
大

会
に
向
け
て
の
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。

戦
術
を
変
え
な
が
ら
暫
定

３
位
で
終
盤
を
迎
え
、
倍

点
と
な
る
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

を
ト
ッ
プ
で
通
過
す
る
大

逆
転
で
優
勝
を
決
め
ま
し

た
。

　

長
松
さ
ん
は
「
戦
術
が

功
を
奏
し
て
の
学
生
初
優

勝
は
と
て
も
嬉
し
い
。
４

月
に
弟
が
同
大
学
に
入
学

し
て
か
ら
は
ま
す
ま
す
覚

悟
を
決
め
て
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
積
ん
で
き
た
。
日

頃
支
え
て
く
だ
さ
る
周
囲

の
皆
様
に
恩
返
し
も
で
き

た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

展
開
で
常
に
レ
ー
ス
を
リ
ー

ド
、
最
後
は
３
名
の
ゴ
ー
ル

ス
プ
リ
ン
ト
を
制
し
、
嬉
し

い
全
国
初
優
勝
を
決
め
ま
し

た
。

　

石
井
さ
ん
は
「
入
学
し

て
初
め
て
エ
ー
ス
を
任
さ

れ
た
の
で
絶
対
に
優
勝
す

る
覚
悟
で
挑
み
、
自
信
を

持
っ
て
走
っ
た
。
全
国
初

優
勝
は
ア
シ
ス
ト
し
て
く

れ
た
チ
ー
ム
全
員
で
獲

得
し
た
も
の
。
本
当
に
嬉

し
い
し
心
か
ら
感
謝
し
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

プ
に
追
い
つ
き
、
ラ
ス

ト
５
０
０
ｍ
で
渾
身
の
ア

タ
ッ
ク
を
掛
け
周
囲
を
振

り
切
っ
た
か
た
ち
で
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
た
。

　

中
井
さ
ん
は
「
途
中
苦

し
い
場
面
で
冷
静
に
粘
れ

た
こ
と
と
、
最
後
に
自
ら

勝
負
に
出
た
こ
と
で
流
れ

を
掴
ん
だ
。
長
い
間
の
苦

し
い
練
習
が
実
り
、
優
勝

で
き
て
本
当
に
嬉
し
い
」

と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
学
セ
ミ
ナ
ー

宮
下
純
一
さ
ん
（
五
輪
競
泳
銅
メ
ダ

リ
ス
ト
）
の
講
演
会
を
開
催

講演する宮下さん

学
生
挑
戦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
２
件
採
用

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
学

生
の
叶
え
た
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
実
現
し
た
い
企
画
を
募

集
し
、
そ
の
実
現
を
支
援
す

る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
の
自

主
性
、
企
画
力
、
創
造
性
を

養
う
と
と
も
に
、
キ
ャ
ン
パ

ス
ラ
イ
フ
の
充
実
・
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
「
鹿

屋
体
育
大
学
学
生
挑
戦
プ
ロ

　

６
月
14
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
に
お
い
て
、
北
京
五
輪
競

泳
男
子
４
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー

リ
レ
ー
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
で
、

現
在
は
ス
ポ
ー
ツ
解
説
者
や

タ
レ
ン
ト
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
宮
下
純
一
さ
ん
（
ホ
リ

プ
ロ
、
鹿
児
島
県
出
身
）
を

講
師
に
迎
え
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
学

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
が
毎
年
全
国
の
大
学
を
巡

り
多
方
面
に
及
ぶ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
関

係
者
が
多
種
多
様
な
テ
ー
マ

で
講
演
を
実
施
し
て
い
る
企

画
で
、
こ
の
た
び
同
大
学
で

は
学
部
1
年
生
を
対
象
に

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
Ⅰ
の
授

業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

講
演
で
は
、
怖
か
っ
た
水

を
克
服
す
る
た
め
に
親
に
勧

め
ら
れ
て
習
い
始
め
た
水
泳

採用されたプロジェクト
申請代表者 プロジェクト名（概要）

中谷　至希
（スポーツ総合課程３年）

日本体操界トップチームの練習を体感する
（日本有数の実業団体操クラブを訪問し、練習参加、
選手・コーチへのインタビュー等を行う）

後藤　優太
（武道課程２年）

フランス知的障がい者柔道の実態調査
（障がい者柔道の先進国であるフランスの柔道クラ
ブを訪問し、視察・アンケート調査等を行う）

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
水
泳
を

介
し
て
出
会
っ
た
多
く
の

方
々
、
夢
を
叶
え
る
た
め
に

大
切
な
こ
と
な
ど
、
宮
下
さ

ん
自
身
が
学
生
時
代
に
競
技

に
打
ち
込
ん
で
い
た
か
ら
こ

そ
伝
え
ら
れ
る
こ
と
を
熱
く

語
ら
れ
ま
し
た
。
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
な
が
ら
の
講
演
に
、

参
加
し
た
学
生
は
最
後
ま
で

聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
に
韓
国
で
開
催
さ
れ

る
第
17
回
世
界
剣
道
選
手
権

大
会
の
日
本
選
手
団
代
表

に
、
鹿
屋
体
育
大
学
剣
道
部

の
松
本
智
香
さ
ん
（
武
道
課

程
4
年
）
を
は
じ
め
同
大
学

関
係
者
６
名
が
代
表
選
手
に

選
出
さ
れ
た
ほ
か
、
竹
中
健

太
郎
准
教
授
が
女
子
代
表
の

コ
ー
チ
を
務
め
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
剣
道
世
界
一
を

決
め
る
大
会
と
し
て
、
国
際

剣
道
連
盟
主
催
に
よ
り
３
年

に
１
度
開
催
さ
れ
て
い
る
も

の
。
男
女
別
に
団
体
戦
と
個

人
戦
が
実
施
さ
れ
、
第
13
回

大
会
（
２
０
０
６
年
）
の
男

子
団
体
を
除
き
、
す
べ
て
の

大
会
・
種
目
に
お
い
て
日
本

が
優
勝
を
果
た
し
て
お
り
、

今
大
会
も
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
国

際
大
会
へ
の
出
場
及
び
活
躍

の
可
能
性
の
あ
る
学
生
を
指

定
し
て
特
別
強
化
支
援
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
国
際
大
会

に
お
い
て
入
賞
す
る
な
ど
常

時
活
躍
で
き
る
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
を
育
成
・
輩
出
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
国
際

競
技
大
会
特
別
強
化
指
定
選

手
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
は
、
２
０
２
０
年

に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
日
本

代
表
候
補
者
の
育
成
・
輩
出

に
向
け
て
重
点
的
に
支
援
す

べ
く
、
下
記
の
学
生
を
国
際

競
技
大
会
特
別
強
化
指
定
選

手
と
し
て
指
定
し
、
国
際
大

会
出
場
や
強
化
合
宿
に
係
る

世
界
剣
道
選
手
権
大
会
代
表
に
選
出
さ
れ
ま
し
た

選出区分 氏　名 職業（学年・勤務先） 鹿屋体育大学卒業年

男子
代表選手

大城戸　知 警察官
（大阪府警察） 2007 年 3 月卒業

勝見　洋介 警察官
（神奈川県警察） 2009 年 3 月卒業

前田　康喜 警察官
（大阪府警察） 2015 年 3 月卒業

女子
代表選手

藤本　美 教員
（京都府立久御山高校） 2014 年 3 月卒業

冨永　比奈野 鹿屋体育大学職員 2018 年 3 月卒業

松本　智香 鹿屋体育大学武道課程
４年 ―

女子コーチ 竹中　健太郎 鹿屋体育大学教員 ―

旅
費
や
強
化
試
合
等
の
実

施
に
か
か
る
経
費
、
そ
の

他
強
化
支
援
に
か
か
る
経

費
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
指
定
選
手

の
1
人
で
あ
る
杉
野
正
尭

さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課

程
2
年
・
体
操
競
技
部
）

が
今
年
3
月
の
Ｆ
Ｉ
Ｇ
種

目
別
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・

バ
ク
ー
大
会
に
お
い
て
、

あ
ん
馬
3
位
、
5
月
に
は

Ｆ
Ｉ
Ｇ
種
目
別
チ
ャ
レ
ン

ジ
カ
ッ
プ
・
ス
ロ
ベ
ニ
ア

大
会
で
鉄
棒
1
位
に
輝
く

な
ど
、
支
援
の
成
果
が

着
々
と
結
実
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。

国
際
競
技
大
会
特
別
強
化

指
定
選
手
を
決
定

氏　名 学年 所属団体 目標とする大会

松本　智香 4 剣道部 第 17 回世界剣道選手権大会
（2018/ 韓国）

橋本　優弥 3 自転車部 第 32 回オリンピック競技大会
（2020/ 東京）

杉野　正尭 2 体操競技部 第 32 回オリンピック競技大会
（2020/ 東京）

平成 30 年度国際競技大会特別強化指定選手一覧

　

６
月
22
日
～
24
日
、
維
新

百
年
記
念
公
園
陸
上
競
技
場

（
山
口
県
）
で
開
催
さ
れ
た

第
１
０
２
回
日
本
陸
上
競
技

選
手
権
大
会
に
お
い
て
、
鹿

屋
体
育
大
学
陸
上
競
技
部
Ｏ

Ｇ
の
鍋
島
莉
奈
さ
ん
（
日
本

郵
政
グ
ル
ー
プ
、
２
０
１
６

年
３
月
同
大
学
体
育
学
部
卒

業
）
が
女
子
５
０
０
０
ｍ
で

優
勝
し
、
８
月
に
ジ
ャ
カ
ル

タ
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
で
開

催
さ
れ
る
ア
ジ
ア
競
技
大
会

の
日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

残
り
１
周
ま
で
ト
ッ
プ
集

団
の
選
手
が
も
つ
れ
あ
う

レ
ー
ス
と
な
っ
た
決
勝
戦
、

ラ
ス
ト
２
０
０
ｍ
で
２
位
を

突
き
放
し
た
鍋
島
さ
ん
。
15

分
30
秒
93
の
好
タ
イ
ム
で
連

覇
を
果
た
し
、
見
事
に
日
本

代
表
入
り
を
昨
年
に
続
き
獲

得
し
ま
し
た
。
優
勝
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
「
優
勝
で
き
て

ホ
ッ
と
し
て
い

る
。
ま
だ
ま
だ

先
を
見
据
え
て

今
後
も
が
ん
ば

り
ま
す
！
」
と

意
気
込
み
を
語

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
大

会
で
は
、
在
学

生
か
ら
も
、
高

木
俊
一
さ
ん（
ス

ポ
ー
ツ
総
合
課
程
３
年
）
が

男
子
８
０
０
ｍ
で
4
位
、
許

田
悠
貴
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総

合
課
程
4
年
）
が
男
子
三
段

跳
で
７
位
と
２
名
が
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。

日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
で

Ｏ
Ｇ
鍋
島
莉
奈
さ
ん
５
０
０
０
ｍ
優
勝
！ 

声援にこたえる鍋島さん

ジ
ェ
ク
ト
」
を
毎
年
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

３
回
目
と
な
る
今
回
は
、

一
次
審
査
（
書
類
審
査
）
を

通
過
し
た
２
件
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
二
次
審
査
（
公
開
に

よ
る
発
表
会
）
が
６
月
20
日

に
行
わ
れ
、
申
請
代
表
者
が

申
請
動
機
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

実
現
に
向
け
た
具
体
的
な
計

画
、
予
算
案
に
つ
い
て
発
表

し
ま
し
た
。
２
件
と
も
主
体

的
な
取
組
み
で
、
今
後
の
発

展
性
が
期
待
で
き
る
内
容
と

な
っ
て
お
り
、
何
よ
り
挑
戦

し
た
い
と
い
う
強
い
気
持
ち

が
伝
わ
る
発
表
で
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
２
件
を
採

用
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
両

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
は
、
必
要

物
品
の
購
入
や
教
職
員
に
よ

る
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の
支
援
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終

了
後
は
、
活
動
内
容
・
成
果

等
を
報
告
す
る
会
が
開
催
さ

れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。

発表する中谷さん（左）と後藤さん（右）

平
成
30
年
度
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公益財団法人鹿屋体育大学体育・スポーツ振興教育財団
平成30年度第1回理事会・評議員会を開催

～平成 29 年度収支決算などを承認～
　公益財団法人鹿屋体育大学体育・スポーツ振興教育財団は 6 月 14 日に平成
30 年度第 1 回理事会を 6 月 29 日に第 1 回評議員会 ( 書面によるみなし会議 ) を
開催しました（議事次第は、下記のとおり）。
　会議では、平成 29 年度の事業報告および決算報告案、理事・評議員及び監
事の選任等が諮られ、審議の結果、承認されました。それぞれの内容につきま
しては、本紙の３頁から４頁に掲げるとおりです。
　本財団は、今年度も鹿屋体育大学の教育振興のために必要な助成、体育・ス
ポーツ活動において優れた成績を収めた学生等に対する奨学金の給付等を主な
事業として活動していく所存です。
平成 30 年度第１回理事会議事次第
１．期　　日　平成 30 年６月 14 日（木）10：00 ～ 10：30
２．場　　所　鹿屋体育大学中会議室（管理棟２階）
３．主な議事　⑴平成 29 年度事業報告案、決算報告案及び監査報告について
　　　　　　　⑵平成 30 年度第１回評議員会開催について
　　　　　　　⑶理事長・専務理事及び常任理事の職務執行状況の報告について
平成 30 年度第１回評議員会議事次第（みなし決議）
１．日　　時　平成 30 年６月 29 日（金）
２．主な議事　⑴理事・評議員及び監事の選任について
　　　　　　　⑵平成 29 年度事業報告案、決算報告案及び監査報告について

１. 平成 29年度事業報告書
Ⅰ　事業の状況
　１．スポーツ産業等連携活動の実施

　・ 平成 29 年４月６日に平成 29 年度冠スポーツ奨学金の授与企業との意見
交換会を開催し、その経費を支援した。

　・ 平成 29 年 11 月 15 日に行われた京都賞受賞者歓迎レセプション（常任
理事１名出席）に係る経費の一部を支援した。

　２ ．体育・スポーツ活動において優秀な成績を収めた学生又は競技団体に対
する奨学金の支給

　　⑴ 競技能力が高く、全日本又は国際試合などで活躍できると思われる個人
８名に月額３万円の奨学金を支給した。

　　⑵ 次の基準により、国際大会、全国大会等で優秀な成績を収めた８サーク
ルの個人・団体に対して 36 件の奨学金（冠スポーツ奨学金、特別スポー
ツ奨学金）を支給した。

　　サークル名： 陸上競技部、体操競技部、自転車競技部、カヌー部、剣道部、なぎなた部、漕艇部、サッカー部

　３ ．教育振興助成事業の実施
⑴講演会等の実施
　・ 平成 30 年３月 23 日に行われた卒業生等懇談会の経費を支援した。
　・ オリンピックパラリンピック促進事業（鹿屋体育大学主催）として行

われた、桑田真澄氏による特別公開講座（平成 29 年 11 月４日）安達
阿記子氏による講演会、体験授業（平成 29 年 11 月 25 日）の経費の一
部を支援した。

⑵学内研修の実施
　・ 平成 30 年２月 13 日に行われた平成 29 年度に優秀な成績を収めた学

生個人又は競技団体に対する競技成績報告会の経費を支援した。
⑶国際交流事業の実施
　・ 平成 29 年９月 11 日～ 12 日に行われた第６回国際スポーツアカデミー

の経費の一部を支援した。
　・ 平成 29 年９月 20 日、平成 30 年３月２日に行われた国際スポーツアカデ

ミー（NIFSA）、男女共同参画に係る意見交換会の経費の一部を支援した。
　・ 平成 29 年 10 月 28 日に行われた鹿児島大学留学生会と鹿屋体育大学

及び鹿屋市民との異文化交流会の経費の一部を支援した。
⑷環境整備・学生の厚生事業等の実施
　・ 平成 29 年４月５日に行われた平成 29 年度鹿屋体育大学新入生との交

流会の経費の一部を支援した。
　・ 平成 29 年 11 月 11 日～ 12 日に行われた蒼天祭（学園祭・大学開放事業）

の経費の一部を支援した。
　・鹿屋体育大学の学生、学校広報活動に係る資金の一部を支援した。
　※ なお本年度は災害等が無かったため学生、学生主体の復興活動の支援

は無かった。
⑸留学生の支援
　・留学生の生活環境・学習環境の整備のための資金の一部を支援した。
　・ 平成 29 年 11 月 24 日に行われた外国人留学生支援交流会の資金の一

部を支援した。
　・ 平成 29 年 12 月 6 日に行われた、学長と指導教員、留学生との意見交

換会の資金の一部を支援した。
　・ 平成 30 年 3 月 8 日 ~19 日の短期海外留学する学生に対し、資金の一

部を援助した。
⑹教育研究活動の支援
　・ 平成 29 年度は教育研究活動に対する支援は行われなかった。

　４．地域交流経費の支援
・ 平成29年4月3日~5月8日に行われたNIFSスポーツクラブ｢スポーツ教室・

テニス教室」に伴う資金の一部を支援した。
・ 平成 29 年 7 月 29 日に行われた NIFS スポーツクラブの「スポーツ教室・

親子体操教室」の経費の一部を支援した。
・ 平成 29 年 8 月18 日 ~20 日に行われた NIFS スポーツクラブの「ジュニア

スポーツキャンプ」の経費の一部を支援した。
・NIFS スポーツクラブの広報活動に係る資金の一部を支援した
・ 平成 29 年 10 月 2 日 ~11 月 6 日に行われた NIFS スポーツクラブ「スポー

ツ教室・テニス教室」の経費の一部を支援した。

・ 平成 29 年 10 月 28 日に行われた NIFS スポーツクラブ「スポーツ教室・親
子体操教室」の経費の一部を支援した。

・ 平成 29 年 11 月 23 日に行われた平成 29 年度鹿屋体育大学学長杯サッカー
大会の経費の一部を支援した。また、同日行われた NIFS スポーツクラブ「ス
ポーツ教室・サッカークリニック」の経費の一部も支援した。

　５．財団月報「蒼天」の発行
　　　財団月報「蒼天」を年間 12 回発行した。主な送付先は次のとおり。

・鹿屋体育大学学生保護者、賛助会員
・財団理事、監事、評議員
・鹿屋商工会議所、鹿屋警察署、ほか鹿屋市内の関係機関・団体
・学生出身高校、各都道府県教育委員会、鹿児島県内自治体・教育委員会
・県内の報道機関（鹿屋市記者クラブを含む）
・鹿屋体育大学の名誉教授、元学長、経営協議会の学外委員
・鹿屋市内公共施設（図書館、体育館、各地区学習センター、市内中学校等）
・「蒼天」広告提供企業

　６．寄附金及び賛助会費の受入
　　　鹿屋体育大学学生保護者 140 名　その他　個人 ７名　企業 18 企業
　　　 このうち、１件 36 万円の寄附金又は賛助会費の納付者については、次のと

おり「冠スポーツ奨学金」としてその名称を冠して、厚意に応えることとした。
《冠スポーツ奨学金給付者名》（敬称略、50 音順）
（医）秋津会、おおうら皮ふ科、カイコー（株）、（株）鹿児島銀行、
（株）かのや寿自動車学校、（株）きたやま、旭信興産（株）、小鹿酒造（株）、
（有）寿スポーツ、サツマガス工業（株）、（株）新生社印刷、（医）青仁会、
大海酒造（株）、（有）風呂井会計、（株）丸屋、（公財）ミズノスポーツ振興財団、

（株）三井、（株）ミズホ商会
Ⅱ　処務の概要
　１．役員等の状況（平成 30 年３月現在）

《理事（任期２年 11 名）》
風呂井敬（理事長）、北山勉（専務理事）、松下雅雄（常任理事）、
金久博昭（常任理事）、石田和彦（常任理事）、田中俊實、下平晴行、
坪水徳郎、中西茂、原口正明、水口住康

《監事（任期４年２名）》大薗純広、永松巌
《評議員（任期４年 14 名）》
池田徹、梅木一宏、小濱康彦、尾脇雅弥、河野直正、下小野田寛、下本地隆、
鶴丸博志、中野健作、原田耕藏、日髙裕二、三宅真五、森田俊彦、八木栄壽

２．理事会及び評議員会の開催状況

３．監督官庁（鹿児島県）への報告等の状況
　　①平成 29 年 6 月に平成 28 年度事業報告（電子申請）を行った。
　　②平成 30 年 3 月に平成 30 年度事業計画（電子申請）を行った。
４．職員の状況　　常勤職員　１人

２. 正味財産増減計算書（平成 29 年 4 月 1 日から平成 30 年 3 月 31 日まで）
            （単位：円）

  　 大　　会　　区　　分 1 位 2 位 3 位

日 本 学 生 選 手 権 個 　 　 人 10 万円 5 万円 3 万円
競 技 団 体 15 万円 10 万円 5 万円

全 日 本 選 手 権
（国際大会等を含む）

個 　 　 人 15 万円 10 万円 5 万円
競 技 団 体 20 万円 15 万円 10 万円

開　 催 　日 会 議 名 議　　　　　　案

平成29年6月6日 理事会

・平成28年度事業報告
・平成28年度決算報告及び会計監査報告
・平成29年度第１回評議員会の開催について
･  理事長･専務理事及び常任理事の職務執行状況の

報告について

平成29年６月30日 評議員会
（みなし決議）

・理事・評議員及び監事の選任について
・平28年度事業報告
・平成28年度決算報告及び会計監査報告

平成29年10月30日 理事会
（みなし決議）

・理事長の選定について
・専務理事の選定について
・常任理事の選定について

平成30年３月２日 理事会

・平成29年度補正予算案について
・平成30年度事業計画案について
・平成30年度収支予算書案について
・資金調達及び設備投資の見込み
・平成29年度第2回評議員会の開催について
・ 理事長、専務理事及び常任理事の職務執行状況の

報告について

平成30年３月30日 評議員会
（みなし決議）

・理事及び評議員の選任について
・平成29年度補正予算案について
・平成30年度事業計画案について
・平成30年度収支予算書案について
・資金調達及び設備投資の見込み
・収支決算の余剰金について

科　　　目 当年度 前年度 増  減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　⑴経常収益
　　　基本財産運用益 2,546,995 3,432,488 −885,493
　　　　　定期預金受取利息 1,185 1,488 −303
　　　　　債券運用配当金 2,545,810 3,431,000 −885,190
　　　受取会費 9,280,000 9,490,000 −210,000
　　　事業収益 1,131,840 1,206,840 −75,000
　　　　蒼天広告収入 1,080,000 1,155,000 −75,000
　　　　蒼天売上収入 51,840 51,840 0
　　　雑収益（普通預金利息） 149 216 −67
　　　経常収益計 12,958,984 14,129,544 −1,170,560
　　⑵経常費用 0
　　　事業費 11,777,527 12,033,081 −255,554
　　　　スポーツ産業等連携活動費 62,704 53,460 9,244
　　　　体育スポーツ奨学金 6,345,000 7,623,685 −1,278,685
　　　　教育振興助成金 2,568,649 1,554,762 1,013,887
　　　　　講演会等経費 1,223,500 264,256 959,244
　　　　　学内研修費 142,690 145,825 − 3,135
　　　　　国際交流援助費 353,420 702,745 − 349,325
　　　　　環境整備・学生厚生会等経費 240,000 272,992 −32,992
　　　　　留学生援助費 609,039 15,944 593,095
　　　　　教育研究活動費 0 153,000 −153,000
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　　　・新入生との交流会の経費等を支援する。
　　　・日本新記録記念植樹の経費等を支援する。
　　　・ 災害等があった場合、被災した学生等及び学生主体の復興活動に係る

経費等を支援する。
　　　・ 学生が主体となって行う広報活動等（蒼天祭・課外活動など）の経費

等を支援する。
　　⑸留学生への支援
　　　・外国人留学生に対する教育の円滑実施に係る経費等を支援する。
　　　・外国人留学生等の不測の事態に対して支援を行う。
　　⑹教育研究活動費の支援
　　　・ 鹿屋体育大学の学生・教員及び職員の学内外で行われる教育活動、研

究活動に係る経費等を支援する。 
　４ ．地域交流事業の実施について
　　　 体育・スポーツの地域交流事業及び大学開放事業等に係る経費等を支援

する。
　５．財団月報「蒼天」の発行について
　　　財団月報「蒼天」を年間 12 回発行する。
　６．寄附金及び賛助会費について
　　　企業、個人からの寄附金、保護者等からの賛助会費の受け入れを行う。

５．平成30年度収支予算書
　　（平成 30 年 4 月 1 日から平成 31 年 3 月 31 日まで）　　　　　　　　　　（単位：円）

４．平成30年度事業計画書
　１．スポーツ産業等連携活動の実施について
　　 　平成30年度「冠スポーツ奨学金」授与企業との意見交換会を開催する。
　２ ．体育・スポーツ活動において優秀な成績を収めた学生又は競技団体に対

する奨学金の支給について
　　⑴ 競技能力が高く、全日本又は国際大会などで活躍できると思われる優秀

な学生に対して、月額３万円の奨学金を支給する。
　　⑵ 国際大会、全国大会等で優秀な成績を収めた個人・競技団体に対して、

奨学金を支給する。
　　⑶国際大会等に出場する学生等の参加費用の一部を支給する。
　　⑷個人・競技団体の海外遠征及び海外受け入れの経費等を支援する。
　３ ．教育振興助成事業の実施について
　　⑴講演会等への支援
　　　・ 教職員、学生等を対象とした講演会等の招聘講師の謝金・旅費および

卒業・修了記念祝賀会の経費等を支援する。
　　⑵学内研修等への支援
　　　・大学が主催する学内の研修等（競技成績報告会など）の経費を支援する。
　　⑶国際交流事業の実施
　　　・ 国際交流推進のため、教職員、学生と国際交流協定締結大学との国際

交流事業に要する経費等を支援する。
　　　・国際交流推進のための学生の海外研修に要する経費等を支援する。
　　⑷環境整備・学生の厚生事業等の実施

３．財産目録（平成30年３月31日現在） （単位：円）

　　　　地域交流費 1,350,000 1,350,000 0
　　　　蒼天印刷製本費 1,451,174 1,451,174 0
　　　管理費 3,356,692 2,670,936 685,756
　　　　事務経費 365,578 329,450 36,128
　　　　人件費 2,635,320 1,817,396 817,924
　　　　　給料賃金 2,319,200 1,621,966 697,234
　　　　　福利厚生費 316,120 195,430 120,690
　　　　会議費 45,582 94,677 −49,095
　　　　旅費交通費 0 12,760 −12,760
　　　　通信運搬費 72,178 96,712 −24,534
　　　　諸謝金 110,000 140,000 −30,000
　　　　雑費 128,034 179,941 −51,907
　　　経常費用計 15,134,219 14,704,017 430,202
　　　　評価損益等調整前当期経常増減額 −2,175,235 −574,473 −1,600,762
　　　　評価損益等計 0 0 0
　　　　当期経常増減額 −2,175,235 −574,473 −1,600,762
　２．経常外増減の部 0
　　⑴経常外収益 0
　　　有価証券売却益 7,281,899 0 7,281,899
　　　有価証券評価益 24,390,000 34,770,000 −10,380,000
　　　経常外収益計 31,671,899 34,770,000 −3,098,101
　　⑵経常外費用 0
　　　有価証券評価損 395,201 0 395,201
　　　経常外費用計 395,201 0 395,201
　　　　当期経常外増減額 31,276,698 34,770,000 −3,493,302
　　　　当期一般正味財産増減額 29,101,463 34,195,527 −5,094,064
　　　　一般正味財産期首残高 9,429,375 10,003,848 −574,473
　　　　一般正味財産期末残高 38,530,838 44,199,375 −5,668,537
Ⅱ　指定正味財産増減の部 0
　　　　基本財産評価益 0 0 0
　　　　　基本財産評価益 0 0 0
　　　　指定正味財産への振替 4,538,254 0 4,538,254
　　　　　一般正味財産から振替額 4,538,254 0 4,538,254
　　　　　当期指定正味財産増減額 4,538,254 0 4,538,254
　　　　　指定正味財産期首残高 205,461,746 205,461,746 0
　　　　　指定正味財産期末残高 210,000,000 205,461,746 4,538,254
Ⅲ　正味財産期末残高 248,530,838 249,661,121 −1,130,283

科　　　　　　　　目 予算額 前年度予算額 増　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　⑴経常収益
　　　基本財産運用益 3,085,200 3,431,200 −346,000
　　　　定期預金利息 1,200 1,200 0
　　　　債権配当金 3,084,000 3,430,000 −346,000
　　　受取会費　賛助会費 11,000,000 10,000,000 1,000,000
　　　事業収益 1,171,000 1,171,000 0
　　　　蒼天広告収入 1,120,000 1,120,000 0
　　　　蒼天発行援助費 51,000 51,000 0
　　　普通預金利息 200 200 0
　　　経常収益計 15,256,400 14,602,400 654,000
　　⑵経常費用
　　　事業費 13,695,000 13,445,000 250,000
　　　　スポーツ産業等連携活動費 55,000 55,000 0
　　　　体育スポーツ奨学金 9,000,000 9,000,000 0
　　　　教育振興助成金 1,870,000 1,570,000 300,000
　　　　　講演会費経費 260,000 260,000 0
　　　　　学内研修費 50,000 50,000 0
　　　　　国際交流援助費 500,000 500,000 0
　　　　　環境整備・学生厚生会等援助費 700,000 400,000 300,000
　　　　　留学生援助費 160,000 160,000 0
　　　　　教育研究活動費 200,000 200,000 0
　　　　地域交流経費 1,300,000 1,350,000 −50,000
　　　　蒼天印刷経費 1,470,000 1,470,000 0
　　　管理費 3,655,000 3,325,000 330,000
　　　　事務経費 350,000 350,000 0
　　　　人件費 2,770,000 2,440,000 330,000
　　　　　給与賃金 2,420,000 2,120,000 300,000
　　　　　法定福利 350,000 320,000 30,000
　　　　会議費 100,000 100,000 0
　　　　旅費交通費 15,000 15,000 0
　　　　通信運搬費 100,000 100,000 0
　　　　諸謝金 150,000 150,000 0
　　　　雑費 170,000 170,000 0
　　　経常費用計 17,350,000 16,770,000 580,000
　　　　評価損益等調整前当期経常増減額 −2,093,600 −2,167,600 −1,926,000
　　　　評価損益等計 0 0 0
　　　　当期経常増減額 −2,093,600 −2,167,600 −1,926,000
　２．経常外増減の部
　　⑴経常外収益
　　　経常外収益計 0 0 0
　　⑵経常外費用
　　　経常外費用計 0 0 0
　　　　当期経常外増減額 0 0 0
　　　　当期一般正味財産増減額 −2,093,600 −2,167,600 74,000
　　　　一般正味財産期首残高 14,140,838 9,425,375 4,715,463
　　　　一般正味財産期末残高 12,047,238 7,257,775 4,789,463
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　　　　指定正味財産期首残高 210,000,000 205,461,746 4,538,254
　　　　指定正味財産期末残高 210,000,000 205,461,746 4,538,254
Ⅲ　正味財産期末残高 222,047,238 212,719,521 9,327,717

貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金　額
（流動資産）

普通預金 　鹿児島興業信用組合　西原支店 運転資金として 3,215,943
　鹿児島銀行　鹿屋支店 　同上 7,950,805
　鹿児島相互信用金庫　西原支店 　同上 4,078,018
　ゆうちょ銀行振替口座　賛助会費口 　同上 1,304,072
　ゆうちょ振替口座　　広告費口 　同上 2,805,479
　ゆうちょ銀行　古江郵便局 　同上 1,680,344

仮払金 平成 30 年度事業分 40,000
   流動資産合計 21,074,661

（固定資産）
全ての固定資産は公
益目的保有財産であ
り、運用益を公益目
的事業の財源として
使用している。

　基本財産
定期預金 　鹿児島銀行鹿屋支店 9,324,799

　ゆうちょ銀行　古江郵便局 1,200,000
投資有価証券 　みずほ証券　鹿児島支店 99,080,000

　SMBC 日興証券　鹿児島支店 124,390,000
　固定資産合計 233,994,799
     資産合計 255,069,460

（流動負債）
預り金 平成 30 年度冠スポーツ奨学金等 6,538,622

　流動負債合計 6,538,622
　　負債合計 6,538,622
　　正味財産 248,530,838
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よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
！

　

7
月
1
日
付
で
鹿
児
島
大

学
よ
り
総
務
課
広
報
係
に
配

属
に
な
り
ま
し
た
中
野
と
申

し
ま
す
。
鹿
児
島
大
学
教
育

学
部
を
卒
業
し
、
平
成
28
年

12
月
に
鹿
児
島
大
学
に
採
用

に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
鹿

児
島
市
に
ず
っ
と
住
ん
で
い

た
の
で
、
鹿
屋
で
初
め
て
一

人
暮
ら
し
を
始
め
ま
し
た
。

初
日
に「
毎
日
自
炊
を
す
る
」

「
週
に
1
度
は
運
動
す
る
」

「
部
屋
を
き
れ
い
に
保
つ
」

の
3
つ
の
目
標
を
掲
げ
ま
し

た
が
、
今
の
と
こ
ろ
全
く
達

成
で
き
て
い
な
い
の
で
、
こ

れ
か
ら
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

鹿
屋
に
は
父
が
単
身
赴
任

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
何
度

か
来
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
な
の
で
、
色
々
と

教
え
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し

い
で
す
。
特
に
美
味
し
い
ご

飯
の
お
店
と
お
い
し
い
お
酒

が
飲
め
る
お
店
は
ぜ
ひ
教
え

て
く
だ
さ
い
！

　

大
学
職
員
と
し
て
も
社
会

人
と
し
て
も
ま
だ
ま
だ
未
熟

で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
色
々
な
こ
と
を
学
び
、

吸
収
し
鹿
屋
体
育
大
学
の
発

展
の
た
め
に
少
し
で
も
力
に

な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の

で
、
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　ヨット部は、現在 12 名の部員が顧問の榮樂
洋光先生とともに、本学施設である海洋スポー
ツセンターを使用して週６日の海上トレーニン
グを実施しています。ヨット競技と聞いてもよ
くわからないなと感じる人が多いかもしれませ
ん。ヨット競技は、沖合に設置された規定のコー
スを帆走し、着順を競うものです。風や潮といっ
た自然環境に対応してレースを展開していくた
め、難しくもあり、自然環境の変化の読みが当
たるととても楽しい競技です。この読みの感覚
を向上させるために、自然環境の特徴を捉える
練習をしています。また、艇速度を向上させる
技術練習も欠かすことはできず、少しでも海に
出て行くことが重要であると考えています。

　大学のレースでは、スナイプ級とオリンピッ
ク種目である 470 級の２つのクラスがありま
す。団体戦は、１つの大学で各クラス３艇ずつ
出場できる権利があり、各水域の予選を突破す
ることで全日本インカレに出場することができ
ます。３年前は、７年ぶりに全日本インカレ団
体戦スナイプ級において優勝することができま
した。
　今年は、全日本インカレ個人戦・団体戦の入
賞を目標に、「探求」と掲げたスローガンの下、
全力で取り組んでまいります。常に上を目指し、
体力・技術を向上させ、これからも目標にむけ
て練習に励んでいきます。応援よろしくお願い
致します。ヨット部

課外活動団体紹介

　

６
月
25
～
26
日
の
２
日

間
、
プ
ロ
ス
キ
ー
ヤ
ー
で
登

山
家
の
三
浦
雄
一
郎
さ
ん
、

三
浦
豪
太
さ
ん
親
子
が
鹿
屋

体
育
大
学
を
訪
れ
、
体
力
測

定
を
行
い
ま
し
た
。測
定
は
、

現
在
85
歳
の
雄
一
郎
さ
ん
が

69
歳
の
時
か
ら
継
続
し
て
行

い
今
年
で
16
年
目
。今
回
は
、

来
年
１
月
に
予
定
し
て
い
る

南
米
大
陸
最
高
峰
ア
コ
ン
カ

グ
ア
登
頂
へ
の
挑
戦
を
目
指

し
て
今
後
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

対
策
に
繋
げ
る
た
め
の
も
の

で
す
。

　

第
15
回
国
立
大
学
法
人
情

報
系
セ
ン
タ
ー
協
議
会
総
会

が
、
６
月
29
日
に
鹿
屋
体
育

大
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
全
国
の
国

立
大
学
の
情
報
基
盤
を
担
当

す
る
部
門
で
構
成
さ
れ
る
も

の
で
、
79
の
国
立
大
学
法
人

か
ら
１
６
４
名
が
参
加
し

て
、
総
会
、
分
科
会
、
幹
事

会
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
の
第
一
分
科
会
で

は
、
今
年
度
の
総
会
統
一

テ
ー
マ
で
も
あ
る
「
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
運
用
と

課
題
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開

催
、
第
二
分
科
会
は
情
報
処

理
学
会
Ｉ
Ｏ
Ｔ
研
究
会
と
の

共
催
で
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
関
す
る
研
究
発
表

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
に
行
わ
れ
た
協
議
会

総
会
第
一
部
で
は
、
松
下
雅

雄
鹿
屋
体
育
大
学
長
の
挨
拶

の
後
、
丸
山
修
一
文
部
科
学

省
研
究
振
興
局
参
事
官
（
情

報
担
当
）
付
学
術
基
盤
整
備

室
長
か
ら
「
学
術
情
報
基
盤

整
備
の
動
向
に
つ
い
て
」
、

喜
連
川
優
国
立

情
報
学
研
究
所

所
長
他
か
ら

「
国
立
情
報
学

研
究
所
の
事
業

に
つ
い
て
」
と

題
し
た
講
演
が

行
わ
れ
、
参
加

者
は
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

　

引
き
続
き
行

わ
れ
た
協
議
会

総
会
第
二
部

で
は
、
議
題
に

沿
っ
て
審
議
が

行
わ
れ
た
後
に

各
地
区
か
ら
の

「
国
立
大
学
法
人

情
報
系
セ
ン
タ
ー
協
議
会
」開
催

活
動
報
告
な
ど
が
あ
り
、
活

発
な
意
見
交
換
・
情
報
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
鹿
屋
市

内
の
ホ
テ
ル
に
会
場
を
移
し

て
情
報
交
換
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
会
で
は
、
同
市
の
中

西
茂
市
長
か
ら
歓
迎
の
挨
拶

と
、
日
本
一
と
な
っ
た
鹿
屋

産
和
牛
の
紹
介
、
さ
ら
に
、

会
場
内
に
は
地
元
酒
造
メ
ー

カ
ー
２
社
に
よ
る
特
設
ブ
ー

ス
で
の
焼
酎
試
飲
や
同
市
漁

業
協
同
組
合
に
よ
る
カ
ン
パ

チ
解
体
シ
ョ
ー
な
ど
が
披
露

さ
れ
、
地
元
歓
迎
ム
ー
ド
満

載
で
の
情
報
交
換
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

測
定
は
、
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル

を
用
い
て
の
坂
道
歩
行
テ
ス

ト
に
よ
る
最
大
酸
素
摂
取
量

な
ど
、
２
日
間
で
40
項
目
以

上
を
数
え
、
体
幹
に
お
け
る

筋
肉
量
は
現
役
大
学
生
の
投

擲
選
手
並
み
で
あ
る
こ
と
が

判
明
す
る
な
ど
多
く
の
測
定

の
値
は
昨
年
超
え
や
維
持
の

好
結
果
が
現
れ
ま
し
た
。
今

後
は
、
昨
年
の
値
を
割
り
込

ん
だ
測
定
項
目
を
集
中
し
て

鍛
え
、
ア
コ
ン
カ
グ
ア
へ
挑

ま
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

雄
一
郎
さ
ん
は
、「
脂
肪

測定を終えて（後列左2人目から豪太さん、
山本教授、雄一郎さん）

総会の開催挨拶をする松下学長 カンパチを紹介する中西市長

三
浦
雄
一
郎
さ
ん
、
豪
太
さ
ん

今
年
も
体
力
測
定
を
実
施
！

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
７

月
５
日
と
９
日
に
学
生
及
び

教
職
員
を
対
象
と
し
た
交
通

安
全
・
防
犯
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
安
全
安

心
な
日
常
生
活
を
送
る
た

め
、
交
通
安
全
と
防
犯
意
識

の
普
及
び
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、事
件
・
事
故
の
未
然
防

止
に
努
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、２
日
間
で
６
４
２

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
・
防
犯
講
習
会
を
開
催

　

講
習
会
で
は
、
学
生
委
員

会
委
員
長
で
あ
る
濱
田
幸

二
学
長
補
佐
（
学
生
支
援
担

当
）
か
ら
同
大
学
の
学
生
が

被
害
に
あ
っ
た
過
去
の
交
通

事
故
・
盗
難
事
件
の
概
要
や

未
然
に
防
ぐ
た
め
の
対
策
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
実
際
の
交
通
事

故
現
場
か
ら
考
え
る
そ
の
原

因
や
事
故
防
止
」や
「
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
」
に
つ
い
て
、
映
像
コ
ン
テ

ン
ツ
を
用
い
た
講
習
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
か
ら
は

「
身
の
回
り
に
起
き
て
い
る

実
際
の
事
件
・
事
故
に
対
す

る
対
策
に
つ
い
て
学
べ
た
」

「
悲
惨
な
事
故
の
被
害
者
に

も
加
害
者
に
も
な
ら
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
よ
う
と
思
っ

た
」
等
の
感
想
が
聞
か
れ
、
事

件
・
事
故
防
止
に
つ
い
て
意
識

す
る
い
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

を
お
と
し
て
、
結
果
が
落
ち

て
い
た
と
こ
ろ
を
鍛
え
た

い
」
と
、豪
太
さ
ん
は
、「
継

続
し
て
測
定
で
き
て
い
る
こ

と
は
非
常
に
あ
り
が
た
い
。

山
本
正
嘉
先
生
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
活
か
し
て
今
後
の

山
登
り
を
増
や
す
な
ど
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
を
立

て
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

＊
ア
コ
ン
カ
グ
ア

　

 
ア
ン
デ
ス
山
脈
に
あ
る
南
米

最
高
峰
の
山
。

　

標
高
６
，９
６
０
．８
ｍ
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鹿
屋
体
育
大
学
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
は
、
本
学
が
学
生
の
受
け
入

れ
を
開
始
し
た
昭
和
59
年
か
ら
４
年

後
の
、
昭
和
63
年
６
月
に
開
所
さ
れ

ま
し
た
。
以
降
、
大
学
の
特
色
の
一

つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た「
海
洋
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
」
に
努
め
る
べ
く
、
授
業
、

課
外
活
動
の
ほ
か
、
公
開
講
座
、
外

部
団
体
の
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
教
育
活
動

へ
の
協
力
、
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
の
代

　

７
月
６
日
、
鹿
屋
体
育
大
学
に
お

い
て
同
大
学
生
と
鹿
屋
養
護
学
校
の

高
等
部
１
年
生
と
の
交
流
学
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
交
流
学
習
は
、

養
護
学
校
の
生
徒
さ
ん
が
年
上
の
人

と
の
ス
ポ
ー
ツ
を
介
し
た
交
流
を
通

し
て
、
互
い
の
理
解
を
深
め
、
生
活

年
齢
に
応
じ
た
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
養
護
学
校

か
ら
の
要
望
に
よ
り
企
画
さ
れ
た
も

の
。
４
年
目
を
迎
え
た
今
年
度
は
、

同
大
学
生
22
名
と
高
等
部
１
年
生
35

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
大
学
生
と
高
校
生
が

入
り
交
ざ
っ
た
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て

ボ
ー
ル
遊
び
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
学
生
食
堂
で
の
昼
食
後
、

午
後
か
ら
は
実
技
実
習（
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、体
操
競
技
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

の
授
業
見
学
を
行
い
ま
し
た
。バ
レ
ー

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

《
一
　
般
》

カ
イ
コ
ー
㈱

様（
三
万
円
）

表
チ
ー
ム
・
国
体
チ
ー
ム
の
強
化
合

宿
の
受
け
入
れ
等
の
事
業
に
、
積
極

的
か
つ
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
業
展
開

を
し
な
が
ら
得
た
研
究
成
果
や
知
見

を
、
学
術
論
文
や
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
研

究
（
年
度
報
告
書
）
等
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
昨
年
（
平
成
29
年
度
）

に
は
、
開
所
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
大
隅
半
島
に
お
い
て
、

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
を
呼
び
水
と
し
た
地

域
振
興
策
が
盛
ん
に
展
開
さ
れ
て
お

り
ま
す
。そ
れ
ら
に
こ
れ
ま
で
の
我
々

の
取
り
組
み
が
、
少
し
で
も
好
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
と
す
れ
ば
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
次
の
10
年
、生
涯
ス
ポ
ー

ツ
・
競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
海
洋

ス
ポ
ー
ツ
を
も
っ
て
、
さ
ら
に
地
域

振
興
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
情
報
発

信
な
ら
び
に
人
材
の
育
成
に
、
可
能

な
限
り
努
め
て
参
り
ま
す
。

外
国
人
留
学
生
見
学
旅
行
を
実
施

―
日
本
の
文
化
に
触
れ
て
―

鹿
屋
体
育
大
学・財
宝
産
学
連
携
寄
附

研
究
講
座
運
営
委
員
会
を
開
催

　

6
月
15
日
、
鹿
屋
体
育
大
学
に
て

「
鹿
屋
体
育
大
学
・
財
宝
産
学
連
携

寄
附
研
究
講
座
運
営
委
員
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
運
営
委
員
会

は
平
成
28
年
に
株
式
会
社
財
宝
か

ら
の
ご
支
援
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
や
貯
筋
運
動
に

よ
る
地
域
活
性
化
の
推
進
を
目
的
と

し
て
設
立
さ
れ
、
３
年
目
を
迎
え
ま

す
。

　

会
で
は
、
同
委
員
会
委
員
長
の
森

司
朗
鹿
屋
体
育
大
学
理
事
か
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
競
技
力
向
上
に
向
け

た
ア
ス
リ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
や
、
屋
内

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場
の
環
境
整
備
等
へ

の
こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
に
対
す
る
感

謝
の
意
が
表
さ
れ
た
後
、
昨
年
度
の

事
業
報
告
や
今
後
の
事
業
計
画
に
つ

い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
平
成
30

年
度
も
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

 

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
外
国
人
留

学
生
に
対
し
、
日
本
の
風
土
・
自
然

に
触
れ
る
こ
と
、
史
跡
や
資
料
館
等

の
見
学
を
通
し
て
日
本
文
化
や
歴
史

の
理
解
を
深
め
、
修
学
・
研
究
の
一

助
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎

年
度
、
留
学
生
見
学
旅
行
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
留
学
生
９

名
、
留
学
生
指
導
チ
ュ
ー
タ
ー
３
名

と
教
職
員
３
名
で
６
月
23
日
～
24
日

に
長
崎
を
訪
問
し
ま
し
た
。

 

１
日
目
は
、
焼
き
ち
く
わ
・
魚
そ

う
め
ん
・
揚
げ
か
ま
ぼ
こ
造
り
を
体

験
し
、
夜
に
は
三
大
夜
景
を
堪
能
。

２
日
目
は
、
日
本
初
の
石
造
り
ア
ー

チ
橋
の
眼
鏡
橋
や
、
明
治
期
の
洋
館

が
集
ま
る
グ
ラ
バ
ー
園
を
散
策
し
た

後
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
で
は
、

お
白
州
で
の
裁
き
を
受
け
る
盗
人
の

寸
劇
を
見
学
・
体
験
を
し
ま
し
た
。

そ
の
他
豊
か
な
長
崎
の
観
光
名
所
で

多
く
の
体
験
が
で
き
た
留
学
生
は
、

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
の
選
手
輩
出
と
い

う
鹿
屋
体
育
大
学
の
目
標
等
に
引
き

続
き
ご
支
援
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

「
日
本
の
伝
統
文
化
を
体
験
し
、
歴

史
の
一
端
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

た
」
ま
た
、
「
チ
ュ
ー
タ
ー
や
、
先

生
方
と
行
動
を
共
に
し
て
、
様
々
な

こ
と
を
語
り
な
が
ら
仲
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
充
実
し
た
２
日
間

を
振
り
返
り
述
べ
ま
し
た
。

学内行事  ９月
8月28日・国際スポーツアカデミー（～6）
９月５日・学生指導研究会
　13日・�前期末卒業証書・学位記授与式
　22日・�鹿屋杯剣道錬成大会（～23）
　23日・共同専攻入試（３年制博士課程）
　24日・共同専攻入試（修士課程）

【
学
内
共
同
研
究
教
育
施
設
だ
よ
り
】

【
学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
だ
よ
り
】

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
　

　
　
～
次
の
10
年
（
40
周
年
）
に
向
か
っ
て
～

　
セ
ン
タ
ー
長
：
中
村
　
夏
実

ボ
ー
ル
の
授
業
で
は
見
学
の
み
な
ら

ず
、
担
当
教
員
の
計
ら
い
で
、
大
学

生
と
一
緒
に
授
業
に
参
加
し
、
授
業

体
験
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

一
日
を
通
し
て
、
大
学
生
と
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
体
験
授
業
な
ど

充
実
し
た
時
間
が
過
ご
せ
た
高
校
生

は
、
は
じ
め
は
緊
張
し
て
い
た
も
の

の
、
最
後
は
満
足
げ
な
表
情
で
、
楽

し
く
大
学
生
と
ふ
れ
あ
っ
て
い
ま
し

た
。

闘いのスケジュール ９月
2 日・ 文部科学大臣杯第74回全日本大学対抗選手

権自転車競技大会（ロードレース）
　　（長野/大町美麻地区）
6 日・ 第94回日本学生選手権水泳競技大会
　　（～9　神奈川/横浜国際プール）
　　・ 平成30年度日本カヌースプリント選手権大会
　　（～10　石川/木場潟カヌー競技場）

焼きちくわ体験にて
左から㈱財宝の窪委員、同 鈴木委員

鹿屋体育大学の森医院長ら大学関係者

養
護
学
校
の
高
校
生
と
の
交
流
授
業

　　・ 天皇賜盃第87回日本学生陸上競技対校選手権大会
　　（～9　神奈川/等々力陸上競技場）
7 日・ 第32回ツール・ド・北海道
　　（～9　北海道/道北・道南地域）
8 日・ 平成30年度全日本ジュニア柔道体重別選手権大会
　　（～9　埼玉/埼玉県立武道館）
14日・第46回九州学生陸上競技選手権大会
　　（～16　福岡/平和台陸上競技場）
21日・第27回全日本学生女子ヨット選手権大会
　　（～24　愛知/豊田自動織機海陽ヨットハーバー沖）

　
賛
助
会
費
は
、　

奨
学
金
、
国

際
交
流
、
学
内
研
修
等
に
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【陸上競技】
◆2018日本学生陸上競技個人選手権大会
（6/15～17　神奈川/ShonanBMWスタジアム平塚）
▽男子
　800m 2位 高木　駿一
▽女子
　1500m 2位 日隈　彩美
 6位 藤川　遥
◆第102回日本陸上競技選手権大会
（6/22～24　山口/維新百年記念公園陸上競技場）
▽男子
　800m 4位 高木　駿一
　三段跳 7位 許田　悠貴

【テニス】
◆第68回九州地区大学体育大会
（6/30～7/2　佐賀/佐賀県総合運動場庭球場、佐
賀市立テニスコート）
▽男子
　男子団体 2位 鹿屋体育大学
▽女子
　女子団体 1位 鹿屋体育大学

【女子バレーボール】
◆�2018年度第44回西日本バレーボール大学女子選
手権大会

（6/27～30　兵庫/ベイコム総合体育館）
　 1位 鹿屋体育大学

【女子バスケットボール】
◆第68回九州地区大学体育大会
（6/23～25　福岡/久留米大学　他）
　 3位 鹿屋体育大学

【体操競技】
◆第72回全日本体操種目別選手権
（6/30～7/1　群馬/高崎アリーナ）

▽男子
　あん馬 5位 杉野　正尭
　つり輪 5位 前野　風哉
　跳馬 2位 長谷川　瑞樹
　 7位 原口　幸大

【水泳】
◆第65回九州地区国公立大学選手権水泳競技大会
（6/9～10　佐賀/佐賀県立総合運動場水泳場）
▽男子
　200m自由形 1位 可德　圭秀
　400m自由形 1位 可德　圭秀
　200m背泳ぎ 1位 門田　凌我
　200m平泳ぎ 1位 田崎　竜成
　200mバタフライ 1位 田崎　竜成
　800mフリーリレー 1位 門田・田中・ 可德・田崎
　400mメドレーリレー 2位 門田・田崎・可德・田中
▽女子
　200m自由形 1位 鳥居　真世
　400m自由形 1位 鳥居　真世
◆第78回九州学生選手権水泳競技大会
（6/30～7/1　長崎/長崎市民総合プール）
▽男子
　100m自由形 3位 古賀　圭一郎
　200m自由形 1位 古賀　圭一郎
　 3位 田切　和也
　400m自由形 1位 小林　祐馬
　 2位 可德　圭秀
 3位 佐貫　省吾
　1500m自由形 1位 小林　祐馬
 2位 佐貫　省吾
 3位 可德　圭秀
　100m背泳ぎ 1位 富田　修平
 2位 黒川　真吾
　200m背泳ぎ 1位 黒川　真吾
 2位 門田　凌我
 3位 戸田　亮真
　100m平泳ぎ 3位 脇園　樹
　200m平泳ぎ 1位 脇園　樹
　100mバタフライ 3位 榊　大希
　200mバタフライ 1位 野﨑　充
 3位 榊　大希
　200m個人メドレー 2位 田崎　竜成

　400m個人メドレー 1位 野﨑　充
 3位 戸田　亮真
　400mフリーメドレー 2位 岡本・古賀・田切・菊池
　800mフリーメドレー 1位 野﨑・古賀・佐貫・小林
　400mメドレーリレー 2位 富田・脇園・榊・古賀
▽女子
　50m自由形 2位 大木場　真由
　100m自由形 1位 石原　愛由
 2位 髙宮　玲音
　200m自由形 1位 石原　愛由
 2位 髙宮　玲音
 3位 鳥居　真世
　400m自由形 1位 川﨑　碧
 2位 小川　真侑
 3位 鳥居　真世
　800m自由形 1位 川﨑　碧
 2位 鳥居　真世
　100m背泳ぎ 2位 山口　藍李
 3位 川崎　涼夏
　200m背泳ぎ 1位 山口　藍李
 2位 川崎　涼夏
　100m平泳ぎ 2位 五十嵐　陽美
　200m平泳ぎ 2位 五十嵐　陽美
　100mバタフライ 1位 大木場　真由
　400mフリーリレー 1位 石原・髙宮・大木場・小林
　800mフリーリレー 1位 石原・髙宮・小川・川﨑
　400mメドレーリレー 1位 山口・五十嵐・大木場・石原

【柔道】
◆第60回全国国立大学柔道優勝大会
（6/30～7/1　東京/講道館）
▽男子
　男子団体 2位 鹿屋体育大学
◆九州ジュニア柔道体重別選手権大会
（6/30～7/1　福岡/福岡武道館）
▽男子
　60kg級 2位 福田　大悟
　90kg級 1位 吉野　弘人
　100kg級 2位 境　辰五郎
 3位 福井　優駿
　100kg超級 1位 工藤　祐輝
▽女子
　52kg級 3位 小川　真未

　57kg級 2位 濵野　未来
　63kg級 1位 塔本　葵葉
　70kg級 2位 伊藤　友希

【自転車競技】
◆�第57回全日本学生選手権チーム・ロードタイムトライアル大会
（6/2～3　埼玉/埼玉県利根川上流域）
▽男子
 6位 冨尾、松本、徳田、重満
◆�全日本学生選手権第30回全日本学生個人ロード
タイムトライアル

（6/2～3　埼玉/埼玉県利根川上流域）
▽男子
 6位 松本　憲斗
▽女子
 3位 中井　彩子
 4位 西森　彩良々
◆第34回全日本学生選手権個人ロードレース大会
（6/10　静岡/日本サイクルスポーツセンター）
▽男子
 1位 石井　駿平
◆第87回全日本自転車競技選手大会ロード・レース
（6/22～23　島根/島根県益田市）
▽女子
　U-23 1位 中井　彩子
◆第59回全日本学生選手権トラック自転車競技大会
（6/30～7/1　福島/泉崎国際サイクルスタジアム）
▽男子
　スプリント 5位 真鍋　智寛
 7位 岸田　剛
　ケイリン 3位 阿部　将大
　ポイントレース 1位 長松　大祐
　4kmインディヴィデュアル・パーシュート
 4位 松本　憲斗
 5位 徳田　匠
　タンデム・スプリント 8位 長松（大）・長松（空）
▽女子
　スプリント 2位 西島　叶子
 3位 内村　風羽香
　500mタイムトライアル 3位 西島　叶子
　ポイントレース 6位 内村　風羽香

６月


